
長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策27 道路・河川施設等の長寿命化の推進（道路施設）

整備後整備前

（一）下部飯富線 飯富橋

実績 効果

■ 橋梁の計画的な補修による道路利用者の安全性確保

■ 老朽化に伴う損傷・通行不能リスクの低減

■ 橋梁機能の維持による災害時の救急・救援活動を支える道路ネットワークの確保

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と施設の長寿命化

国道141号 倉沢橋

整備後整備前

橋梁の補修 橋梁の点検状況

従来の点検

ドローンによる点検

■ 県管理橋梁約2,000橋における定期点検の着実な実施

■ （一）下部飯富線 飯富橋をはじめとする橋梁の計画的な補修の実施

■ 予防保全型維持管理に向け、補修が必要な橋梁のうち81％の補修に着手

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標21：長寿命化のために必要な補修に着手した橋梁の割合 （%） 22 81 79

554⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策27 道路・河川施設等の長寿命化の推進（河川・砂防施設）

施設の防食性能向上のため塗装を塗り替え横川伏越・水門（南アルプス市）

施工後施工前

大門ダム（北杜市） 維持管理精度向上のため管理制御設備を更新

施工後施工前

湯沢川 砂防堰堤（身延町） 土石流に耐えられるよう砂防堰堤を補強

施工後施工前

湯の岡台 地すべり施設（市川三郷町） 劣化した水路を修繕し排水機能を維持

施工後施工前

河川管理施設 砂防施設

実績 効果

■ 横川伏越、水門等の河川施設における計画的な補修・更新の実施

■ 県内６多目的ダムにおける堤体及び周辺設備の点検・補修・改良の実施

■ 砂防施設長寿命化計画に基づく計画的な点検・補修の実施

■ 河川・ダム・砂防施設の計画的な補修による施設機能の維持

■ 老朽化に伴う機能低下や突発的な支障発生リスクの低減

■ 治水・土砂災害防止機能の確保による地域の安全性向上

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と施設の長寿命化

564⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策27 道路・河川施設等の長寿命化の推進（都市公園・下水道施設）

長寿命化計画に基づき、都市公園施設の改修・修繕を計画的かつ

継続的に実施するとともに、災害時に必要な一定の機能を確保した。

さらに、定期点検及び日常点検を継続的に実施したことにより、

改修・修繕に係るトータルコストが縮減され、公園利用者の安全・

安心が確保された。

硫化水素等の影響で劣化し損傷している状況 機能が回復し、耐久性が向上した下水道管路

管路の損傷状況 管路の更生後

富士川クラフトパーク 橋梁老朽化対策

下水道ストックマネジメント計画に基づき、各流域ごとの下水道施

設の更新や補修が継続的かつ計画的に実施され、施設の長寿命化が

図られている。

また、日常点検により施設の現状を把握し、適切な維持管理を実施

することで下水処理の機能が確保されている。

公園の長寿命化対策

下水道施設の長寿命化対策

実績 効果

■ 都市公園施設の計画的な改修・修繕による公園利用者の安全性確保

■ 施設の機能維持による県営都市公園の利用環境の維持・向上

■ 下水道施設の長寿命化による流下機能・処理機能の維持

■ 管路損傷に伴う道路陥没や下水道機能低下リスクの低減

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と施設の長寿命化

■ 長寿命化計画を策定した12県営都市公園における日常点検・定期点検の継続実施

■ 点検結果や劣化状況、安全性に応じた都市公園施設の計画的な改修・修繕の実施

■ 富士北麓流域下水道をはじめとする流域浄化センター等における長寿命化工事実施

■ 流域幹線マンホール蓋の改築更新、管路更生工事及び中継ポンプ場等の長寿命化工

事実施

整備後整備前

574⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策27 道路・河川施設等の長寿命化の推進（県営住宅）

⑦⑫ 玉川団地

撮影：海老原一己 / GlassEye Inc．

老朽化した県営住宅の建替により、子育て世帯・高齢者世帯等に対応した住宅ストックの形成を図る

⑭ 寿団地

撮影：海老原一己 / GlassEye Inc．

県営住宅の状況に応じて適切な改修方法を選定し、既存ストックの効果的かつ効率的な活用を図る

外壁・屋上防水等の改修 水回り設備等の改修

建替工事

改修工事

実績 効果

■ 玉川団地など２団地２棟114戸における建替工事の実施

■ 常永団地など８団地12棟272戸における改修工事の実施

■ 計画期間内における県営住宅386戸の長寿命化対策の実施

■ 前期間までの実績を含めた累計849戸の長寿命化対策の実施

■ 県営住宅の建替・改修による居住者の安全性及び居住性の向上

■ 住宅ストックの機能維持による安全で快適な住環境の確保

■ 計画的な長寿命化対策による県営住宅の有効活用

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と更新費用の平準化

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標22：県営住宅の長寿命化住戸数 （戸） 463 849 710

584⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策28 林道・治山施設の長寿命化の推進

林道本谷釜瀬線

林道乾徳山線

重川左岸

大沢

実績 効果

■ 林道本谷釜瀬線人神橋ほか41施設における県営林道施設長寿命化計画に基づく

点検・補修の実施

■ 橋梁の再塗装、支承、防護施設、伸縮装置の更新等による林道施設の長寿命化対策

の実施

■ 重川左岸ほか40施設における治山施設保全計画に基づく点検・補修の実施

■ 林道施設の計画的な補修による通行安全性の確保

■ 老朽化に伴う施設機能低下や通行支障リスクの低減

■ 林道の機能維持による森林施業、地域生活、登山・観光アクセスを支える道路機能

の確保

■ 治山施設の点検・補修による山地災害防止機能の維持

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と施設の長寿命化

補修後補修前 補修後補修前

補修後補修前 補修後補修前

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標23：長寿命化対策済の林道、治山施設数 （基） 257 340 340

594⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標12 インフラの長寿命化

施策29 農業用施設の長寿命化の推進

老朽化した管路の破裂ひび割れ発生状況継ぎ目が開き土が漏れ出した状況 錆による鋼材の腐食状況

整備から年数が経過した施設では老朽化により機能が低下

内面被覆による補強を行い安定的な用水供給を確保表面被覆により漏水を防止内面被覆による水路トンネルの補強 再塗装により錆を防止

ライフサイクルコストの低減を図りつつ長寿命化対策を実施することで、健全な機能を発揮

水路トンネル 開水路 鋼製水路橋 畑地かんがい管路

水路トンネル 開水路 鋼製水路橋 畑地かんがい管路

実績 効果

■ 農業水利施設の長寿命化による安定的な農業用水供給機能の維持

■ 老朽化に伴う漏水、破損、通水障害等のリスク低減

■ 計画的な保全管理による持続的な農業経営を支える生産基盤の確保

■ 農業用水の確保を通じた防火用水等の多面的機能の維持への寄与

■ 予防保全型維持管理によるライフサイクルコストの縮減と施設の長寿命化

■ 基幹的農業水利施設における機能診断及び保全計画の作成

■ かんがい排水事業 釜無川右岸地区をはじめとする基幹的農業水利施設の長寿命化

対策の実施

■ 保全計画に基づく計画的な補修・更新の実施

604⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標13 持続可能なまちづくり

施策30 コンパクトなまちづくりの促進

甲府中心市街地のマンション

甲府盆地における洪水浸水想定区域

コンパクトなまちづくりに向けた拠点の選定

市町村の立地適正化計画策定に向けた支援

20の拠点位置図 59の地区拠点候補地 山梨県立図書館（甲府市） NICORI（韮崎市）

立地適正化計画講習会 先進地視察 甲府市立地適正化計画

実績 効果

■ 山梨県都市計画マスタープランにおける20の拠点及び59の地区拠点候補地の選定

■ 市町村立地適正化計画策定に向けた制度説明、講演、先進地視察等の定期的な実施

■ 市町村立地適正化計画に係る広域的・流域的な観点からの災害リスク分析及び市町

村への分析結果の提供

■ 都市計画区域を有する20市町村のうち、７市における立地適正化計画策定・公表

２市町における計画作成の進展

■ 市町村が定める各種まちづくり計画に対する指導助言の実施

■ 広域的な都市構造を踏まえた拠点形成の方向性の明確化

■ 市町村における立地適正化計画策定の進展による都市機能・居住誘導の取組促進

■ 甲府中心市街地における居住集積の進展と人口増加傾向の確認

■ 災害リスクを踏まえた居住誘導区域設定等による安全性に配慮したまちづくりの推

進

■ 医療・福祉・商業等の生活サービス機能の集約に向けた持続可能な都市構造形成へ

の寄与

都市機能・居住の集積

拠点内で都市機能と居住の集積が進む
近年、甲府中心市街地でマンションの立地が相次ぐ
（人口 H29：5,269人 ⇒ R7：5,558人）

614⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標13 持続可能なまちづくり

施策31 空き家対策の推進

危険度の高い空き家について、早期の除却を促進するため、市町村への技術的及び財政的支援を実施

写真提供：(株)SHOEI 結〜yui〜PROJECT

使用可能な空き家については、利活用の促進を図るため、改修費等の補助事業を実施 中古住宅の流通を促進するため、既存住宅状況調査費の補助事業を実施

空き家の除却

空き家の利活用

「土台・床組、基礎」調査の様子 「基礎配筋」調査の様子 「外部（バルコニー）」調査の様子

実績 効果

■ 倒壊等のおそれのある危険度の高い空き家の除却促進

■ 使用可能な空き家の利活用促進

■ 除却等による危険度の高い空き家232件の解消

除却後

除却前

除却後

除却前

除却後

除却前

改修後

改修前

改修後

改修前

■ 危険度の高い空き家の解消による倒壊・部材飛散等のリスク低減

■ 周辺住民の安全性向上と生活環境の改善

■ 空き家の適正管理・利活用促進による地域の景観・衛生環境の保全

■ 住宅ストックの有効活用による持続可能なまちづくりへの寄与

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標24：危険度の高い空き家の解消件数 （件） - 232 163

624⃣施策ごとの実績と効果



長寿命化・
持続可能

「つなぐ」
やまなし

重点目標13 持続可能なまちづくり

施策32 良好な景観づくりの推進

意匠や形態が
不揃いの看板

・周囲と調和した意匠や形態に改善
・表示面積を縮小

富士山北麓では、平成26年度（2014年度）から景観保全型広告規制地区を定め、
新たに設置する屋外広告物の高さ・面積・色彩等の基準を厳しくする取組を実施

景観保全型広告規制地区

市町村と住民が協働で実施した景観づくり活動例

ガードレールを景観色に改善

市町村や住民団体向け景観セミナーの開催

良好な屋外広告物への改善 地域の景観づくり活動

実績 効果

■ 条例に適合していない屋外広告物に対する継続的な指導及び改善啓発の実施

■ 継続的な指導・啓発による屋外広告物の適正化率88％の達成

■ 市町村職員や住民団体を対象とした景観セミナーの開催

■ 市町村と住民が協働で取り組む景観づくり活動の実施

■ 屋外広告物の適正化による良好な沿道景観・地域景観の保全

■ 景観セミナー等を通じた市町村職員や住民団体の景観形成への理解促進

■ 市町村と住民の協働による地域主体の景観づくり活動の促進

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標25：屋外広告物の適正化率 （%） 82 88 88

634⃣施策ごとの実績と効果



社会資本

整備を効果的に

進めるための

施策 施策33 i-Constructionの推進

ICT技術を搭載した重機

マシンコントロールシステム

1 3 4
13

29
39

77

3
11

20

112

133

0

20

40

60

80

100

120

140

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（件数） 140①～⑤いずれか１つ以上

内 ②④⑤簡易型以上

ICT機器等操作（３次元出来型管理）

3Dデータ活用体験会

0 20 40 60 80 100

3D測量機器

UAV測量・監視

ICT建機（MG、MC）

AR・VR等

3次元CAD

BIM/CIMの活用

ｸﾗｳﾄﾞ型施工管理ｼｽﾃﾑ

その他

導入しているICT技術 検討しているICT技術

施工時期の平準化が図れると、
⇒年間を通した切れ目のない
公共工事の発注

⇓
技術者や資機材の効率的な活用に
よる建設業者の経営の健全化や
就労環境の改善

⇓
公共工事の品質確保に繋がる。

平準化率：
閑散期の4～6月期平均稼働件数

年度の平均稼働件数
×100(％)

ICT施行プロセス

①起工測量
②3次元設計ﾃﾞｰﾀ作成
③ICT建機による施工
④3次元出来形・品質管理
⑤3次元ﾃﾞｰﾀ納品

建設現場で使用されるICT技術

平準化率の推移 ICT活用工事件数の推移

ICTの全面的活用

ICT施工技術の活用講習会等の実施 受注者で導入（検討）しているICT技術

実績 効果

平準化に資する取組により、
閑散期の工事稼働件数が年々上昇

■ 余裕期間制度や債務負担行為の活用、上半期執行の推進等による施工時期の平準化

の取組実施

■ 建設業者、測量業者、設計業者等との協働による山梨県i-Construction推進連携

会議の開催

■ ３次元データの活用に向けた検討の実施

■ ICT技術体験会、講習会及び職員向け研修の実施による技術者育成の推進

■ 施工時期の平準化による年間を通じた安定的な公共工事発注の推進

■ 工事平準化率の向上（0.83から0.89）による建設業者の経営安定化及び就労環境改

善への寄与

■ ３次元データやICT技術活用による測量・施工・現場管理の省力化及び生産性向上

■ ICT技術者育成を通じた建設現場の担い手不足への対応力強化

指標
当初
（R1）

実績
（R7）

目標
（R7）

指標26：平準化率 0.73 0.89 0.80

644⃣施策ごとの実績と効果



社会資本

整備を効果的に

進めるための

施策
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施策34 建設産業を担う人材の確保・育成の推進

週休２日工事発注状況

■ 週休２日制工事の推進による現場従事者の休日確保

■ 仕事と生活の両立支援による建設産業の就労環境改善

■ 地域活動等への参加機会の確保による地域との関わりの促進

■ 災害対応や地域インフラ維持を担う建設産業の持続性確保への寄与

■ 建設業に関する理解が促進し、建設業の持続的な発展に寄与

■ インフラ整備や災害対応を担う「地域の守り手」である建設産業の担い手確保に

向けた週休２日制工事の推進

■ 総合評価落札方式で発注する対象工事における週休２日制工事実施率100％を

１年前倒し達成

■ 関係団体等と連携して行う担い手確保・育成事業において、若年者・女性等の

入職・定着の促進や建設業のイメージアップにつながる取組を実施

実績 効果

週休２日制対象工事の現場状況

週休２日制工事 人材確保の取組

小学生に対する出前講座

建設業の魅力物語 in 山梨県（啓蒙用デジタルパンフレット）

インフラ見学会

※目標：令和６年度までに100%達成

指標
当初
（R1）

実績
（R5）

目標
（R6）

指標27：週休２日制モデル工事実施率 （%） 5 100 100
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社会資本

整備を効果的に

進めるための

施策 施策35 効果的な公共事業の実施

947件の事業について、公共事業評価を実施
（事前評価(実施)：449件 事前評価(調査)：355件
再評価：110件 事後評価：33件）

このうち、要件を満たした136件の事業については、
外部委員により構成される公共事業評価委員会におい
て審議を実施

真に必要性が高い事業を効率的に実施することに寄与

公共事業評価委員会による意見書提出 公共事業評価委員会の開催

公共事業評価委員による現地視察

事業の構想・設計・施工・維持管理の各段階におい
て景観の専門家から指導・助言を受ける公共事業景
観検討として、景観アドバイザー会議38件、自己点
検チェック62件を実施

景観に配慮した公共事業を実施し、積極的に良好な
景観づくりを推進

景観アドバイザー会議 景観アドバイザーとの現地調査

景観アドバイザー会議により、
街並みと調和のとれた植栽の実施

植栽イメージ

51件の民間委託を実施し、用地交渉件数を増加させ
ることができ、用地ストックが増加

外部機関（県不動産鑑定士協会、県測量設計業協会
等）の協力を得て、各種研修を行い、職員の用地交
渉能力の向上を図るとともに、用地取得困難案件に
ついては、専門家（弁護士及び司法書士）を活用す
ることにより、効率的な公共用地の取得に寄与

公共事業評価の実施 景観に配慮した公共事業の推進 計画的な用地取得の推進

実績 効果

■ 公共事業の必要性・妥当性等を確認する公共事業評価947件の実施

■ 計画初期段階から景観配慮を行う景観アドバイザー活用事業38件の実施

■ 用地取得の円滑化に向けた用地交渉補助業務民間委託51件の実施

■ 公共事業評価による事業の必要性・妥当性及び進捗状況の確認

■ 景観アドバイザーの活用による地域の自然や町並みと調和した公共事業の推進

■ 用地交渉補助業務の民間委託による用地取得業務の効率化

■ これらの取組により、県民にとって、真に必要性が高く、より大きな効果が早期に

得られるよう、効果的な公共事業の実施を実現

664⃣施策ごとの実績と効果



指標進捗状況一覧５

重点
分野

指標
当初
(R1)

実績
(R7)

目標
(R7)

いかす

リニア駅からの30分到達圏人口カバー率(%) 68.7 68.7 72.7

鎌田川の整備率(%) 69 100 99

広域道路ネットワークに資する路線の
整備延長(km)

0.7 25.5 25.5

街路整備率(%) 19 51 49

主要渋滞箇所の対策箇所数(箇所) 31 36 36

観光周遊に資する路線の整備箇所数
(箇所)

1 23 23

自転車活用の推進を図る地域部会の
設置エリア数(エリア)

2 9 9

効率的な森林施業に資する林内路網の
整備延長(km)

4,645 4,894 4,913

果樹産地等における基盤整備面積(ha) 4,400 5,003 5,000

まもる

河川整備計画における河川の整備率(%) 55 67 67

砂防施設の整備により土砂災害から
守られている人家戸数(戸)

180 1,413 1,380

山地災害危険地区の新規対策地区数
(地区)

2,338 2,432 2,432

緊急輸送道路の橋梁及び跨線橋・跨道橋の
耐震化率(%)

46 72 72

下水道管路施設の耐震化率(%) 77 98 100

重点
分野

指標
当初
(R1)

実績
(R7)

目標
(R7)

まもる

森林整備の実施面積(ha) 6,248 6,410 6,787

防災重点農業用ため池の
耐震対策済箇所数(箇所)

39 69 68

道路防災危険箇所の対策箇所数(箇所) 30 62 60

国、県、市町村道での
電線類地中化の整備延長(km)

134 174 173

高次医療機関への
30分アクセス圏人口カバー率(%)

66.1 66.2 66.2

生活排水クリーン処理率(%) 83.8 87.9 88.3

つなぐ

長寿命化のために必要な補修に着手した
橋梁の割合(%)

22 81 79

県営住宅の長寿命化住戸数(戸) 463 849 710

長寿命化対策済の林道、治山施設数(基) 257 340 340

危険度の高い空き家の解消件数(件) - 232 163

屋外広告物の適正化率(%) 82 88 88

効果的

平準化率 0.73 0.89 0.80

週休２日制モデル工事実施率(%) 5 100 100

※目標・実績：R4までに9エリア

※目標：R6までに100% → 実績：R5に100%達成

いかす ７指標／９指標 まもる ８指標／11指標
つなぐ ５指標／５指標 効果的 ２指標／２指標

→ 計 22指標／27指標 で目標達成

※目標：R9の最終目標値

※分母＝5.7km（令和９年度までに優先的に整備する街路の整備延長）

※値は単年度の実施面積(R9)

(R4)(R4)

(R6)(R5)
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第四次計画と第五次計画の施策対応６

分野 施策

いかす

1 リニア駅アクセスの向上

2 リニア駅周辺の基盤整備

3 高速道路ネットワーク等の整備促進

4 県内幹線道路ネットワーク整備の促進

5 市街地交通の円滑化

6 渋滞対策の推進

7 観光周遊ネットワーク整備の推進

8 サイクル王国やまなしの実現

9 インフラの価値や魅力の情報発信

10 市街地整備の推進

11 林内路網の整備

12 農地・農業用施設の整備の推進

まもる

13 水害対策の推進

14 土砂災害・山地災害対策の推進

15 富士山火山防災の推進

16 インフラ耐震対策の推進

17 住宅・建築物の耐震化の推進

18 森林の公益的機能の強化

19 農村地域の防災・減災対策の推進

20 災害時の避難や救援等に備えた道路の整備

21 災害時応急体制の強化

22 市町村の防災力強化への支援

23 災害対応力を高めるための人材育成の推進

24 高次医療機関へのアクセス整備の推進

25 道路の安全対策の推進

26 生活排水処理施設の整備の推進

つなぐ

27 道路・河川施設等の長寿命化の推進

28 林道・治山施設の長寿命化の推進

29 農業用施設の長寿命化の推進

30 コンパクトなまちづくりの促進

31 空き家対策の推進

32 良好な景観づくりの推進

効果的

33 i-Constructionの推進

34 建設産業を担う人材の確保・育成の推進

35 効果的な公共事業の実施

分野－施策

始まる-4 リニア駅へのアクセス道路の整備 ・ 始まる-9 県内主要都市・観光地を結ぶアクセス道路の整備

始まる-1 リニア駅交通結節機能の整備 ・ 始まる-2 リニア駅周辺の基盤整備

始まる-5 高速道路ネットワーク等の整備促進

始まる-7 県内幹線道路ネットワークの整備

始まる-10 市街地交通の円滑化の推進

始まる-11 渋滞対策の推進

始まる-12 県内幹線道路ネットワークの整備

始まる-14 サイクル王国やまなしの実現

始まる-15 インフラの価値や魅力の情報発信

始まる-16 市街地交通の円滑化の推進

始まる-28 林内路網整備の推進

始まる-29 農地・農業用施設の整備の推進

守る-1 河川整備の推進 ・ 守る-27 災害リスク情報等の充実と活用

守る-9 土砂災害対策の推進 ・ 守る-10 山地災害対策の推進 ・ 守る-27 災害リスク情報等の充実と活用

守る-14 噴火に備えた富士北麓地域における道路網の整備

守る-12 耐震対策の推進

守る-12 耐震対策の推進

守る-11 森林の公益的機能の強化

守る-13 農村地域の防災・減災対策の推進

守る-19 災害時の避難や救援等に備えた道路整備

守る-20 災害時応急対策の強化 ・ 守る-21～24 災害時応急体制の強化（道路・河川・下水道・住宅） ・ 守る-26 防災拠点の整備・機能強化の推進

守る-32 市町村の防災力強化への支援 ・ 守る-33 地域防災力強化への支援

守る-34・35 災害対応力を高めるための人材育成の推進（水害・土砂災害・地震災害）

守る-18 災害拠点病院・防災拠点へのアクセス整備の推進

始まる-21 通学路の安全対策の推進

始まる-27 上下水道施設等の機能確保

繋げる-9 施設の老朽化対策の徹底と良質なストック形成

繋げる-9 施設の老朽化対策の徹底と良質なストック形成

繋げる-9 施設の老朽化対策の徹底と良質なストック形成

始まる-17 コンパクト・プラス・ネットワークの推進

繋げる-2 空き家対策の推進

繋げる-3 良好な景観づくりの推進

繋げる-15 i-Constructionの推進

繋げる-14 建設産業における業務従事者の担い手の確保・育成・処遇改善・働き方改革の推進

効果的-1 公共事業評価の実施 ・ 効果的-2 計画的な用地取得の推進 ・ 効果的-3 官学連携の推進

第四次 第五次
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山梨県社会資本整備重点計画（第四次）成果資料

■作成年月 令和８年９月
■作成・編集 山梨県
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甲府市丸の内１－６－１
県土整備部県土整備総務課企画調整担当




